
 

令和５年度 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

第１回 高齢福祉部会 
 

日 時 ： 令和５年８月１日（火） １９時００分～２０時００分 

 

場 所 ： 北広島市役所 ３階 ３Ｄ会議室 

 

◇北広島市保健福祉計画検討委員会高齢福祉部会 

 出席者 

三瓶委員（部会長）・對馬委員（職務代理者）・伊藤委員・齊藤委員・櫻井委員・島谷委員 

白崎委員・三木委員 

 

◇事務局 

工藤高齢者支援課長・金田高齢者支援課主査・宮下高齢者支援課主査・浜山健康推進課主査・野

切福祉総合相談室主査・中西高齢者支援課主任 

 

◇傍聴者 0 名 

 

《議事概要》 

 

１ 開 会 

 

２ 部会委員紹介・事務局紹介 

  （自己紹介） 

 

３ 部会長選出 

  部会長選出については、委員の互選により決定することとなっており、三瓶委員を選出 

 

４ 職務代理者の指名 

  職務代理者については、部会長が指名することとなっており、三瓶部会長が對馬委員を指名 

 

５ 説明事項 

(1) 高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画について 

(2)  介護保険事業に関連する法改正の概要について 

(3)  計画策定及び検討委員会のスケジュールについて 

 

議事概要 



事務局：（説明） 

部会長：事務局の説明について、質疑、意見等はないか。 

委 員：資料内で高齢者人口について述べているが、高齢者の具体的な年齢の定めはあるか。 

事務局：年齢が６５歳以上の方を高齢者としている。 

委 員：１２月頃にパブリックコメントを実施するとのことだが、過去にも実施しているか。実施

している場合は、実績件数と計画にどのように反映したかを教えてほしい。 

事務局：前回、第８期計画策定時においては、１名の方からパブリックコメントをいただいた。そ

の方からは 7 問の質問があり回答したが、その内容から計画に直接反映するものはなかっ

た。 

 

(4)  日常生活圏域ニーズ調査について 

事務局：（説明） 

部会長：事務局の説明について、質疑、意見等はないか。 

委 員：耳の聞こえと認知機能の低下リスクについて様々なところでデータが出ていると思うが、

今回市の独自項目として、本件について調査を行った理由を教えてほしい。 

事務局：令和３年７月の市議会において、補聴器の助成制度に関する請願があり、全会派一致で採

択をされているところである。市として補聴器の助成制度の必要性を検討するにあたり、

ニーズ調査に質問項目を設定した。 

委 員：調査項目「きたひろ健康ポイント事業を知っていますか。」について、「知っているが事業

の活用はしていない」と回答する方の理由の中で「事業内容がよくわからない」とあるが

どのような意味か。 

事務局：きたひろ健康ポイント事業の存在を知っているが、事業の詳細についてはわからないとい

う意味で捉えている。 

委 員：きたひろ健康ポイント事業について、町内会で実施したい活動があり、ポイントの対象と

なる活動に加えることは可能か。可能な場合、財源的な余裕はあるのか。また、今年のケー

スでは当初考えていた予算の範囲内になるか。 

事務局：本事業については、市の助成を受けていない団体を対象としており、町内会は市からの助

成を受けていることから、対象団体とはならない。ニーズ調査の結果、事業を活用してい

る方は１５．４％という状況で、当初市で見込んでいたより少し低いところである。また、

昨年度事業を実施した方について、ポイントをお金や物品に交換していただく申請を令和

５年４月から６月で受付を行ったが、予算より低い状況であった。 

委 員：きたひろ健康ポイント事業について半数程「知らない」と回答しているが、今後市として

周知する策を考えているか。 

事務局：具体的なことは検討中であるが、わかりやすい事業の周知は必要であると考えている。 

委 員：「外出を控えていますか」の質問について、前回調査（令和元年度）から今回調査（令和４

年度）で倍に増えているが、基本的には新型コロナウイルスによるものになるか。 

事務局：基本的に新型コロナウイルスによる影響であると分析している。 

 



委 員：高齢者の本当の生活実態が気になるが、本調査について、生活実態等包括的に理解できる

ものではなかったと思う。本調査では、福祉や介護サービスに重点を置いているが、健常

者の楽しみや生きがい等に重点を置いてもよいと思う。調査結果によると、前回調査（令

和元年度）から今回調査（令和４年度）で「病気」になっている人が若干減っているが、

逆に「外での楽しみがない」という方が増えている。健康だけど外での楽しみがないとい

う健常者に対して配慮する余地があってもよいかと思う。 

事務局：第８期計画の基本目標の中でも「健康づくり」「生きがい」「社会参加の促進」ということ

を盛り込んでいるところであり、次期計画の中でもしっかり盛り込んでいかなければなら

ないと考えている。 

 

(5)  在宅介護実態調査について 

(6) サービス提供事業者調査について 

(7) 施設等整備に係る意向調査について 

事務局：（説明） 

部会長：事務局の説明について、質疑、意見等はないか。 

(質疑、意見等はなし） 

 

６ その他 

次回の部会開催について説明 

 

７ 閉 会 

 


